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事務局報告

１ 清⽔港を取り巻く環境の変化

２ これまでの振返り
（１）令和３年11⽉30⽇︓第１回清⽔港CNP協議会（設⽴）
（２）令和４年 ２⽉28⽇︓第２回清⽔港CNP協議会

３ 今年度の進め⽅
（１）清⽔港CNP形成計画策定の⽬的
（２）清⽔港CNP形成計画策定のスケジュール
（３）清⽔港CNP形成計画の主な検討項⽬
（４）清⽔港CNP形成計画の策定フロー図
（５）清⽔港CNP形成に向けた県の取り組み
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（１）清⽔港を取り巻く環境の変化
（２）カーボンニュートラルポート(CNP)とは



ⅠⅠ

令和元年8⽉︓清⽔港⻑期構想の策定 「⽬標年次︓2040年」
港湾における「⻑期構想」とは、港湾管理者が、おおむね20〜30年の⻑期的視点から、

港湾空間利⽤の基本的な⽅向性をとりまとめるものである。

１（１）清⽔港を取り巻く環境の変化
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スマート ガーデン ポート 清水スマート ガーデン ポート 清水

庭園のような『美』しい空間の中、

物流、エネルギー、災害、環境等の様々な社会課題に

対応可能な『知』を備え、

みなとを使ってよかった、清水で暮らして/訪れてよかったと

実感できる”みなとまち”を創造する。

庭園のような『美』しい空間の中、

物流、エネルギー、災害、環境等の様々な社会課題に

対応可能な『知』を備え、

みなとを使ってよかった、清水で暮らして/訪れてよかったと

実感できる”みなとまち”を創造する。

清⽔港⻑期構想【基本理念】

対象地域（清⽔区袖師）

１（１）清⽔港を取り巻く環境の変化

令和２年７⽉︓静岡県とENEOS(株)は基本合意書を締結
「静岡市清⽔区袖師地区を中⼼とした次世代型エネルギーの推進と地域づくりに係る基本合意書」を締結

⽬ 的 県およびENEOS(株)が相互に連携し、ENEOS(株)の所有す
る清⽔製油所跡地を中⼼に、次世代型エネルギー供給プラッ
トフォームを構築するとともに、魅⼒的かつ持続可能な地域づく
りに貢献することを⽬的とする。

連携事項 (1)ENEOS(株)は、再⽣可能エネルギーをはじめとした地産
地消による⾃⽴型エネルギーの供給体制を整備し、蓄電
池などの最新技術を活⽤したエネルギーの効率化・多様
化、災害時のレジリエンス向上、ならびにモビリティサービ
スを含めた新たな付加価値サービスを提供する次世代型
エネルギー供給プラットフォームを構築し、県はそれに協⼒
する。

(2)前項を踏まえ、県は清⽔港港湾計画を策定するとともに、
ENEOSは同港湾計画の策定に協⼒する。

(3)袖師地区を中⼼とした魅⼒的かつ持続可能な地域づくり
推進に向けた計画づくりに、相互に連携し、協⼒する。



ⅠⅠ

１（１）清⽔港を取り巻く環境の変化
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令和３年11⽉︓「清⽔港CNP協議会」設⽴〝⽬標年次︓2050年“
県が「２０５０年温室効果ガス排出量実質ゼロ」を⽬指す中で、
清⽔港では「カーボンニュートラルポート(CNP)の形成」を求められている。

令和３年７⽉︓静岡市とENEOS(株)は基本合意書を締結
「静岡市清⽔区袖師地区を中⼼とした次世代型エネルギーの推進と地域づくりに係る基本合意書」を締結

令和４年４⽉︓静岡市は「脱炭素先⾏地域」として国より選定

“スマート ガーデン ポート 清⽔”の実現

【20年後の清⽔港の⽬指す姿】

○世界の英知が集まり、新たなビジネスが⽣まれるみなとまち

○国内外の⼈々が憧れ、何度も訪れ、滞在したくなる美しいみなとまち

○気軽に海の豊かさを享受し、楽しみ慈しむことができる海辺の庭園

○訪れ、働き、暮らす⼈々が安全・安⼼を感じられるみなとまち

○災害時に緊急物資受⼊拠点として機能し、迅速に平時の機能を回復する強靭なみなと

（物流・産業）

（交流・⽣活・環境）

（防災・危機管理等）

令和３年３⽉︓「清⽔港港湾計画」の改訂 〝⽬標年次︓2030年代前半“
「港湾計画」とは、⻑期構想を基に定める、おおむね10〜15年後の取組をまとめた
港湾法に基づく計画。

ⅠⅠ

「CNP形成計画策定マニュアル初版（2021年12月 国土交通省港湾局）」から抜粋

■国際物流の結節点かつ産業拠点となる港湾において、次世代エネルギー（⽔素・燃料アンモニア）
の⼤量・安定・安価な輸⼊や貯蔵等を可能とする受⼊環境の整備や、脱炭素化に配慮した
港湾機能の⾼度化、集積する臨海部産業との連携等を通じて、温室効果ガスの排出を全体
としてゼロにすることを⽬指すものをいう。

１（２）カーボンニュートラルポート(CNP)とは 〜形成イメージ図〜
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２ これまでの振り返り

（１）第１回清⽔港CNP協議会︓令和3年11⽉30⽇
 協議会の設⽴・趣旨
 ⾏政の取り組み
国︓国におけるCNP取り組み、他港の事例紹介
県︓「ふじのくにエネルギー総合戦略」の概要説明
市︓脱炭素社会に向けた官⺠連携会議の設置 など

（２）第２回清⽔港CNP協議会︓令和４年２⽉28⽇
 最近のCNP施策の動向
 カーボンニュートラルに関する県内企業のアンケート結果報告

説明者︓（⼀財）静岡経済研究所
 ⺠間事業者のカーボンニュートラルに向けた先進的な取り組み事例紹介
・「脱炭素社会の実現に向けて」中部電⼒㈱
・「港湾施設における再エネ電気の利活⽤」鈴与商事(株)
・「燃料電池フォークリフトの取り組み」(株)トヨタL&F
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R５d（2023） 備考　　年度
港湾名

R３d（2021） R４d（2022）

①臨港地区周辺の企業に対するアンケート及びヒアリング調査の実施 ⇒調査協⼒のお願い
②アンケートやヒアリング調査を踏まえ、国の⽅針に基づいた検討項⽬について、

本協議会で議論を進め、具体的な利活⽤の⽅策などを検討。
必要に応じ、テーマごとのワーキンググループ（WG）を設置 ⇒実務担当者紹介のお願い
・ 横浜・川崎港例︓３つのWG（モビリティ、燃料サプライチェーン、新産業等）

③これまでの検討内容を集約し、形成計画(案)を検討。

３ 今年度の進め⽅

★
形
成
計
画
策
定
・
公
表

●
第
１
回
協
議
会

●
第
２
回
協
議
会

◎
第
３
回
協
議
会

形成計画調査・
策定業務

定期的な
⾒直し

（１）清⽔港CNP形成計画策定の⽬的
港湾におけるカーボンニュートラルの実現に向け、清⽔港が果たすべき役割や、施策の⽅向性等に

ついて、本協議会で具体的な検討を進め、CNP形成計画を策定し、脱炭素化を推進していく。

（２）清⽔港CNP形成計画策定のスケジュール

○
第
４
回
協
議
会

○
第
５
回
協
議
会

○
第
６
回
協
議
会
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３（３）CNP形成計画の主な検討項⽬

9
「CNP形成計画策定マニュアル初版（2021年12月 国土交通省港湾局）資料編」から抜粋

「CNP形成計画策定マニュアル初版（2021年12月 国土交通省港湾局）」から抜粋

３（４） 清⽔港CNP形成計画の策定フロー図

【協議会】
 各項⽬の検討

 CNPの形成計画を策定

 港湾地域における
脱炭素化に向けた
整備等の推進

 定期的な計画の⾒直し
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３（５） 清⽔港CNP形成に向けた県の取り組み
脱炭素化に向けた県の取り組み
 公共施設における再⽣可能エネルギーへの転換を促進
 公共施設の上屋等におけるZEB化（照明灯の改修+太陽光発電）
⇒省エネと創エネで、全体エネルギー消費量のゼロを⽬指す

 ヤード照明塔の照明改修（ナトリウムランプ⇒LED）⇒省エネ
 県所有の⾞両及び巡視船等の更新時、低環境負荷型の導⼊促進
 カーボンニュートラルのターミナルを構築
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